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ＩＳＯ行動指針 “５ＳとＡＢＣの徹底” 

     

 

 

＜ＰＰＰ事業部＞ 
“7月 5日（日）「七夕ORIZURUコンサート」を開催” 

コンサートは、七夕に合わせて平和への願いを込めた文化交流イベン

トとして開催するもので、箏とマンドリンによる演奏をお楽しみいただ

けます。日本の伝統楽器と洋楽器が織りなす美しい音色を通じて、来場

者に心安らぐひとときを提供するとともに、国際交流や平和への理解を

深める機会となります。 

参加は無料ですが、事前予約制となっています。地域住民の皆さまや

留学生の方々が交流できる場として、多くの方のご参加をお待ちしてお

ります。 

【お問い合わせ】広島市留学生会館 TEL：082-568-5931 

＜ＳＰ事業部＞ 
梅雨時期の設営作業においては、降雨・多湿により労働災害の発生リスクが高まります。事前の KY

（危険予知）ミーティングにて、①床面の濡れによるスリップ・転倒、②資材の濡れによる落下、③雨

具着用時の視界不良の 3点について注意喚起を行い、関係者全員で安全確保に努めます。 

＜クレンリネス事業部 
 熱中症対策をお伝えします。 

・作業前の準備：睡眠をしっかりと、朝食を抜かずに。 

・水分・塩分補給：こまめに水分をとり、塩分の補給も。 

・休憩：体が熱いと感じたら、涼しい場所や日陰で休憩。 

・無理は禁物：頭痛、吐き気、めまい等には作業は止めて報告。 

・周りの声かけ：様子がおかしいと感じたら、すぐに声かけを。 

 昨年、事業所に配布した「熱中症応急処置対応フロー」を必ず復習し、万一に備えてください。 

＜ＦＭ事業部＞     
東京都足立区のガソリンスタンドにおける給油作業中の「静電気」を 

原因とした火災事故は、皆さんも記憶に残っていると思います。この事

案は乾燥する時期だけではなく、一年を通じて発生するリスクがあるた

め、セルフ給油の際には、注意が必要です。ガソリンは非常に引火しや

すいので、わずかな火花でも爆発的に燃え広がります。帯電した状態で 

給油ノズルや給油口に触れると指先から火花が発生します。事故を未然に防ぐため、給油前に必ず指定

の「静電気除去シート」に手を触れ、体内の静電気を逃がしてください。 

お知らせ 



＜セキュリティ事業部＞  
中央公園ファミリープールは、今夏で一旦営業を終了し、再整備される予定です。現在、7月の開園

に向けて期間中の営業スタッフを募集しており、採用活動を進めています。 

長年にわたり多くの来園者に親しまれてきた施設のラストシーズンを迎えるにあたり、会社としても

安全・安心な運営を徹底し、有終の美を飾りたいと考えています。最後の夏が利用者の皆さまの思い出

に残るものとなるよう、関係者一丸となって準備を進めてまいります。 

＜東京支店＞ 
横浜日活会館の地下１階に新テナントが入居しました。同区画は、前テ

ナントが 2020年 10月に退店して以来、地下区画であることや 415㎡

という広さもあって、なかなか次の入居者が決まらず、5 年半、空室とな

っていましたが 6 月 11 日、「スシロー」 がオープンしました。開店に

向けては、東京支店の現場担当者および常駐スタッフが、ビルオーナーや

店舗側の要望に応えつつ、必要な設備改修の提案・施工を進めてきました。

これからは常駐管理として、店舗の安心・安全な運営をしっかり支えていきます。新しいお店がこの場

所で長く愛され、賑わいが戻ることを願っています。 

＜安全衛生管理委員会＞ 
7月より、全国安全週間が始まります。安全週間は、安全の意識を高め事故をいかに起こさないよう

に、事故に遭わないようにするかを事業所の皆さんが知恵を出し合い、取り組みを行う大切な期間とな

ります。休業を伴う重大事故には至っていませんが、今期に入り 11件の事故（6/10現在：労災 3件、 

通災 2件、物損人身 6件）が発生しています。手順書の見直しや指差呼称の徹底など、各自安全に対

して留意していただきたいと思います。安全週間に合わせて様々な取組みを行いますので、全員参加で

5S・ABCの徹底実践をお願いします。ご安全に！！ 

＜磨種（とぎぐさ）＞ 
『剛毅朴訥仁に近し』（注 1）の反対に『巧言令色鮮なし仁』（注 2）という論語が思い浮かびます。 

近年では、自宅にかかってくる電話の中に、最初は丁寧な口調で「料金が安くなる」などと巧みに話

しかけてくるものがあります。しかし、こちらが断ると急に態度が変わったり、無言で電話を切られた

りして、不愉快な思いをした経験のある方もいるのではないでしょうか。 

論語を著した孔子は、今からおよそ 2500年前の人物です。当時もそのような人間がいたと考えると、

人間の本質は大昔からあまり変わっていないのかもしれない、そんな思いがよぎります。 

『利を以て利となさず、義を以て利となす』ことを基本とし、『５S と ABC の徹底実践』を掲げた

（株）オオケンは、世の一隅を照らす思いを掲げて各位の実践協力を得ており、社員さんの益々のご健

勝と弥栄を祈らずにいられません。 

 

注 1：剛毅朴訥仁に近し（ごうきぼくとつ じんにちかし）とは 

・意志が強く（剛毅）、飾り気がなく無口（朴訥）な人物は、孔子が理想とした徳である「仁」に近い、という教え。  

・孔子は、外見や言葉の巧みさよりも、内面の誠実さ・実直さを重視しました。そのため「不器用でも誠実な人こそ徳に近い」と説いています。 

・現代語で言うと「寡黙で実直な人ほど信頼できる」「派手さより誠実さが大事」。 

注 2：巧言令色鮮なし仁（こうげんれいしょく すくなしじん）とは 

・言葉巧みに取り入ろうとし（巧言）、愛想よく取り繕う（令色）ような人には「仁」がほとんどない（鮮なし）という戒め。  

・孔子は、うわべだけの愛想やお世辞を嫌い、「中身の伴わない愛想の良さは徳とは無関係」 と弟子に教えています。 

・現代語で言うと「口がうまくて愛想がよすぎる人は信用できない」「八方美人は誠実さに欠ける」。 

注 3：『論語』における「仁」とは 

・人を思いやる心・他者への深い愛情を中心とした孔子が最も重視した徳のこと。 

・現代語でいえば 「思いやり」「まごころ」「人間愛」 が最も近い意味になります。 

 


